
牧草事業



朝日アグリアの特徴 － オーストラリアと共に
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牧草の大産地 オーストラリアとの深いつながり

1995年 ジョンソン朝日社 設⽴

J.T. ジョンソン & サンズ社 と 朝日工業株式会社（現在の朝日アグリア株式会社）は合弁で
乾牧草加工会社のジョンソン朝日社を設⽴しました。
ジョンソン朝日社の運営、 J.T. ジョンソン & サンズ社とのつながりを活かし、高品質な乾牧草を
安定的に供給しています。

J.T. ジョンソン & サンズ社

オーストラリアでTOP3に入る事業規模
2023年 創⽴100周年を迎えます︕



生産拠点
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South
Australia

Victoria

合弁会社ジョンソン朝日社は、ビクトリア州ホーシャムで乾牧草の⽣産・加工を⾏っています。
合弁パートナーである J.T. ジョンソン & サンズ社も南オーストラリア州カパンダで乾牧草の
加工・ペレットの⽣産を⾏っています。

J.T. Johnson＆Sons

Johnson Asahi



乾牧草の用途

3

飼料 ︓乳用⽜、⾁用⽜、⾺、
ウサギなどのペット など

敷き藁︓⾺ ※一部の草種

基本は動物の飼料



商品紹介
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オーツヘイ（Oaten hay）

・ 乳離れした仔⽜から成⽜まで
広く利⽤されている

・ 糖分量が多く嗜好性に優れる
・ 燕⻨(えんばく)とも言い、牧草⽤の刈取りを
せずそのまま⽣育した種子を収穫・脱穀
したものはオートミールという



商品紹介
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その他のヘイ

・ 未熟な穂をつけたまま収穫
されたイネ科の牧草

・ ⼩⻨ヘイや⼤⻨ヘイなどがある

ストロー

・ 成熟した種子を収穫した後の
茎や葉からなるイネ科の牧草

・ 繊維質に富んでいる
・ ⼩⻨ストローや⼤⻨ストロー、

オーツストローなどがある

マメ科のヘイ

・ イネ科に比べて背が低く、
タンパク質含有量が高い

・ アルファルファヘイが有名

新商品

ベッチヘイ(マメ科) の
取り扱いを開始しました︕




